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ストッパーピストン。
左が旋削前、右が旋削後 ＮＣ旋盤で旋削中のストッパーピストン ＮＣ旋盤に取り付けた素材の自動供給装置 自社開発の自動供給装置と取り付けたＮＣ旋盤

　そこで、ＮＣ旋盤のコレットの回
転に同期した回転を素材に与え、
同じ回転速度で装着することによっ
て、挿入時のキズの発生を防止する
システムを考案。新たな自動供給
装置を設計し、本事業で導入した
ＮＣ旋盤に搭載した。

 ３   補助金事業の成果

　自動供給装置の開発では、素材
の挿入方法や回転速度などについ
て何度もシミュレーションを重ね、
社訓である「勘考」の言葉通り、創
意工夫に努めた。
　素材挿入時のキズの発生を防止す
る仕組みは、高品質な製品を安定的
に生産することを可能にし、顧客の
求める品質を達成することができた。
　また、従来はコレットの回転を止
めていた回転停止分のロス時間が

なくなったため、生産効率にも大
きく貢献。最新のＮＣ機能を搭載
したＮＣ旋盤で、旋削加工時間自
体も短縮され、ストッパーピストン
１個当たりの加工時間をトータルで
1.5秒速くすることができた。月産
加工能力は、目標としていた20パー
セントアップを達成した。

 ４   今後の展望

　本事業で考案した素材の自動供
給装置は、品質と生産効率の向上
に直結するもので、今後の競争力
の強化が期待できる。
　当社では、多くのＮＣ旋盤と自
動供給装置が24時間稼働してお
り、今回開発した自動供給システ
ムをほかのＮＣ旋盤にも応用して
いくことを計画している。

ＮＣ旋盤の素材自動供給装置開発
回転止めずキズなし装着に成功 

 １   会社の概要

　1951年１月、自宅を作業所にし
て旋盤１台で創業。1961年、高岡
市中田に工場を新設し、1963年か
ら田中精密工業株式会社のリテー
ナー旋削を受注し始めた。1983年、
現在地に工場を移転。金属の切削
加工、研削加工の量産を得意とし、
レシプロエンジンの中のピストンと
コンロッド（連結棒）を連結するた
めの中空状のピン「ピストンピン」、
クランクシャフトとコンロッドを連結
する「クランクピン」を製造してきた。
　1989年に、ローラーやホルダー
といった四輪足回り部品の加工も
開始。20年ほど前から、ホンダが
開発したＶＴＥＣエンジンの動作部
品であるロッカーアームを構成する
ストッパーピストンを加工するように
なった。現在は、売り上げの約60
パーセントをストッパーピストンが占
めている。
　社訓は「勘考」。創意工夫を絶え
ず考え、努力することを意味する。

今回導入したＮＣ旋盤と自社開発の自動供給装置

小型の部品が多いが、車の心臓部
である高性能エンジンを完成させる
ために求められる品質水準は高く、
高品質の部品を量産し続けることは
容易ではない。製品の果たす役割
や特性を熟知した上で、その特性
を実現するための加工と、それに
必要な設備を考え、より高品質な
製品を作ることを目指してきた。「品
質第一」に、既存の機械に満足す
ることなく、社内で考案した機能を
付加したオリジナルの加工設備を開
発し、省力化・省人化による低コス
トで高品質な製品の加工に挑戦し
続けている。

 ２   補助金事業の内容

　自動車産業界は、リーマンショッ
クを契機とする金融危機と世界同
時不況を乗り越える過程で、海外
生産の増加によるグローバル化が
加速した。企業間の国際競争が激
しさを増す中で、環境変化に迅速
に対応しつつも、開発力や生産効
率の面で競争力を最大化させる必

要がある。
　また、ますます厳しくなる環境・
エネルギー政策に対応するため、自
動車エンジンの軽量化、部材の削
減、作業の効率化、コスト削減に
対する取り組みとして、鋳造技術の
向上が進められてきたが、鋳造技
術では補えない部分の追加工を目
的に旋削工程の開発を行ってきた。
　主力製品であるストッパーピスト
ンについて、自動車メーカーが要求
する品質水準がこれまで以上に厳し
くなり、素材にキズを全く付けない
高品質、かつ高速度の旋削加工が
求められるようになった。これを実
現するため、本事業で最新式のＮＣ

（数値制御）旋盤を導入し、素材を
自動供給する装置の試作開発に取
り組んだ。
　素材の自動供給装置は従来か
ら工場で使用しているが、ＮＣ
旋盤のクランプ（固定）装置「コ
レット」に素材を装着する際、コ
レットの回転数を下げて装着して
いた。それでも、回転している
コレットに素材を挿入するため、
キズを完全に防止することは難しく、
無キズの製品を旋削する際は、毎
回コレットの回転を止めて素材を装
着し、キズの発生を防止していた。
しかし、この方法では、素材の供
給に時間がかかる上、減速と加速
を繰り返すためにモーターが発熱し
て故障の原因にもなった。
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●キズを発生させない素材装着
方法を考案

●新しい方法による自動供給装
置を開発

●月産加工能力の向上
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